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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 2 3 2 7 1 2 2 2 3 5 3 1 0 0
2 0 1 2 2 6 0 0 2 4 4 8 0 0 0 0
6 * 1 5 9 14 7 9 2 5 10 15 4 5 2 2
7 0 0 2 1 1 2 2 1 0 2 2 0 2 0 0
9 0 0 0 2 5 3 6 2 0 1 1 4 0 1 0
10 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0
20 * 1 3 2 3 0 1 2 1 2 3 0 0 1 0
23 * 0 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 1 0
24 * 0 0 4 7 2 2 3 1 1 2 1 0 1 1
37 0 0 0 4 7 0 0 2 3 4 7 2 1 0 1

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 0 1 1 2 0 0 1 0 3 3 2 0 2 0
6 0 4 10 2 6 0 0 3 1 2 3 1 1 1 0
8 0 3 5 3 8 2 2 3 2 1 3 0 1 1 0
9 0 2 7 0 6 0 0 5 2 4 6 2 2 0 0
12 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0
14 0 0 3 1 3 4 4 2 0 1 1 0 0 0 0
15 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
22 * 0 3 2 7 2 2 2 0 1 1 0 1 1 0
23 * 1 5 5 10 5 7 3 6 2 8 4 4 2 1
32 * 0 1 1 2 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0
55 * 1 2 1 4 2 4 2 10 5 15 1 0 1 1

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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戦評
【総括】
関西学生バスケットボールリーグ戦第3日目は開幕以降苦しい戦いの続く立命館大学とホームゲームでなんとか白
星を重ねたい流通科学大学の一戦となった。流科大はオフェンスの流れを掴めない時間帯が続きながらもゲーム終
盤で持ち前の爆発力を見せたが勝利には一歩届かなかった。
【第1ピリオド】
立命館、流科大ともにマンツーマンディフェンスでスタート。お互いタイトなディフェンスで得点が決まらない時間が続
くも、立命館♯1熊谷の3Pシュートで風穴を開ける。中盤、流科大は#22辻を中心にボールの展開が速い攻撃を仕掛
けるも得点には結びつかない。一方の、立命大は#6松橋を中心にオフェンス・ディフェンスリバウンドを堅調に獲得
する。 流科大は#23龍を起点に#22辻の流れを変える3Pシュートが入るも、以降の時間帯はシュートチャンスは多い
がシュート力に欠けてしまう。しかし、その後はフリースローファウルを獲得した#22辻のシュートが決まり試合は振り出
しに戻る。流科大も中のスペースを封じ込めるディフェンスをするが外から#2平岡のシュートが決まる。続けてまたも
や#2平岡が3Pシュートを連続でリングに落とす。立命大は流科大にショットファウルを与え14-14の同点に終る。
【第2ピリオド】
開始早々、#22辻の鮮やかなスティールからの速攻でピリオドが開ける。負けじと立命館#2平岡も3Pシュートで応酬
する。第2ピリオド早々、ゲーム展開が目まぐるしく変わるも、なかなか得点差が開かない。時間が流れ、立命館#7池
田の速攻、#1熊谷の堅調なポストからのシュートでじりじりと点差が開くと思わせたが、流科も堅調なセットプレーで3P
シュートを量産する。立命館#6松橋が相手の隙を突く逆速攻で得点を重ねるも、流科大#9諏訪から#2垣崎の華麗な
合わせに得点を許す。終盤、#23龍が華麗なフロントチェンジから1on1も魅せてくれるも、立命館のディフェンスに読
まれスティールとなってしまう。やはり、得点差が開かず立命館が34-32で2点差をリードし終了する。
【第3ピリオド】
お互いにゲームの流れを変える糸口を探りたい中、立命館#6松橋のシュートからスタート。またもや#6松橋が得点を
重ねて、続いて#23龍が3Pシュート。流科大も早い展開からシュートを狙うもリングに嫌われてしまう。立命館#6がオ
フェンスりバウンド、リバウンドショットで活躍を魅せてくれる。立命館#37岡田の安定したショットが続いて、ブロック
ショットを見せる。流れを変えたい流科大はメンバーを変えて、#37岡田をマークするも流れは止まらない。更には#6
松橋の3Pシュートも決まって一気に13点差となる。この後も#6松橋、#37岡田を中心に立命館の流れは止まらず58-
43の15点差で終了。
【第4ピリオド】
流科大はよりタイトなマッチアップデフェンスでスタートになるも裏目に出てフェウルが重なってなってしまう。開始1分
でシュートファウルを二つ重ねた流科大はタイムアウト。一方の流科大は#22辻と#23龍を中心にもう一度ゲームメイク
を試みる。しかし、安易なファウルも重なり、立命館の攻撃チャンスが必然的に多くなり、その間も着々と点差は開い
てしまう。得点のない時間帯が続く流科大は#6清水の3Pシュートで巻き返しを図る。タイムアウト後、流科大はオール
コートゾーンプレスから流れを変える。流科大#6の清水アグレッシブなドライブ、3Pシュートやゾーンプレスが機能す
る時間帯もあり、じりじり得点差を詰めたところで立命館のタイムアウト。タイムアウト後も流れに乗り続ける流科大は#6
清水の3Pシュート、#23龍がショットファウルをもらい、ゲームの流れがわからなくなる。最終一分、#8松浦の3Pシュー
トが3連続で決まり、瞬く間に同点となる。しかし、立命館#6松橋のインサイドへのショットが成功し立命館が82-80の2
点差で勝利を飾った。
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